
　全日本時計宝飾眼鏡小売
協同組合（ジョウ・ジャパン＝
組合員数303名。大西勝一
理事長）の「第15通常総代
会」が、6月18日、上野精養軒
で開催され、総代総数46人
中36人（本人16人、委任16
人）が出席。第1号議案から
第10号議案まで原案通り承
認され、可決された。
　令和5年の組合事業は、メ
インとなる時計の国内市場規
模が1兆1,419億円（内国産
ウオッチ1,479億円、国産ク
ロック199億円、その他は輸
入品）と回復状況にあるもの
の、国産時計メーカーは高価
格帯ブランド戦略や数量限
定商品を展開するなど、組合
員の中小時計専門店では仕
入すらもままならない営業展開が続い
ており、時計小売店の経営を圧迫する
状況となっていると指摘。今後は、業態
による格差及び経営資金力による格差
はより一層広がり、引き続き課題となっ
ている経営者の高齢化問題も待ったな
しの状況で、全国組織である同組合も
組合員減少が留まることなく、運営の
難しさが顕著となっているとした。

　ジョウ・ジャパン時計修理
技能士会は、令和6年4月末現
在で140人（加入率46.2％）
が加入。メーカー各社による
修理代金の割引のほか、指定
修理会社㈱アキサカより修理
実績による報奨金を受け取
り、修理個数に応じた金額が
還元された。
　令和5年度後期技能検定
時計修理実技試験は、厚生労
働省・中央職業能力開発協会

の委託により、1級、2級、3級の時計及
び材料等の手配を行い、全国18カ所
で実施。受検者は1級181人、2級273
人、3級279人の合計738人となった。
　令和6年の事業計画は、組合員
（303人）の90％以上が中小規模で国
産時計の販売が中心となっているが、
現在販売する時計、宝飾、眼鏡のすべ
ての商材の仕入が厳しい状況となりつ

つあり、経営者の高
齢化や継承者不足
から組合員数の減
少も毎年進み、組
合運営も厳しい環
境にある中で、組合
が組合員にすべき
ことは、組合員を最

優先に考え、どう利益を上げ還元して
いくことができるかではないかと思うと
し、組合員の販売力アップ、アフター・
サービスに対するレベルを充実、向上
させていくことが大切で、その努力の積
み重ねがこれまでの顧客だけでなく、
新規顧客の信頼を得る近道であり、組
合がいかにバックアップするかが重要
とした。また、そのために時計修理技能
士会への加入と積極的な利用、さらに
国家資格である技能検定試験による
資格を取得、加えて信頼できる団体と
の協調による活動を推進することで、
消費者との間にも信頼関係を構築す
ることができると思う。デパートや修理
専門店にも劣らない知識と技術を習得
し、消費者の信頼を獲得、顧客の要望
することにきめ細かい対応をしていくこ
とが事業継続にも繋がることから、技
能の資格取得の啓発に全力を挙げ取
り組んでいくとした。

　RX Jap anが主催するBtoCの
「TOKYO JEWELRY FES ’24 Sum-
mer」が、7月12日～14日の3日間、東
京ビッグサイトで開催される。入場は事
前登録で無料。当日は2,000円。
　あらゆるジュエリーや素材が一堂に

集結する大規模なジュエリーの祭典と
し、日本最大級の250社が出展し、
14,000名が来場すると唱っている。
　会場は、ジュエリーFES、クリエイ
ターFES、ミネラル&ストーンFESの3
つのFESで構成される。

　メリットに
は、幅広いデ
ザイン・価格
帯から選べ
る 、ネ ット
ショップの商

品を実際に
見られる、
ジュエリー・
石の魅力に
触れられる、

メーカーから直接購入できる、オリジ
ナルジュエリーを作れるという5つを
主に挙げている。
　また、今回から35回目を数える日本
ジュエリーベストドレッサー賞の表彰
式が同FES内で開催される。12日の
13時30分から開始され、表彰式の観
覧はS席15,000円、A席5,000円、立
ち見2,000円で販売されている。さら
に、受賞者が着用したジュエリーが特
別展示エリアで展示される仕組みに
なった。

　一般社団法人日本メガネ協会（日
メ協。東京都中央区、風早昭正代表
理事）は、6月12日から、同協会の眼
鏡作製技能士会員を対象にした「リカ
レント教育」の最新プログラムを公開。
今回で第4回目を迎え、受講料はこれ
までと同様に無料となる。
　演題は『こどもの目の日の制定とそ
の背景』。日メ協としては、初の眼科専
門医による教育プログラムとなる。講
師には、小児眼科分野を専門に活躍
する浜松医科大学眼科病院教授の佐
藤美保氏を迎える。
　佐藤教授は、「子供の視力の成長を
見守り、目の健康を推進する」ために、

令和 5年 3月に
“6月10日こども
の目の日”が制定
されたその背景
から始まり、大き
く分けて、1）小児

の視覚発達と弱視、2）早期発見・早
期治療の重要性、3）近視進行予防と
生活習慣改善について講演。眼科健
診の重要性とともに、子供達の健全な
視力発達のために知っておきたいこと
について理解を深めることができる内
容だ。
　なお、1級用、2級用各5問の確認問
題に合格すると、1ポイントが付与され
る。受講時間は約25分。
　受講方法は、眼鏡作製技能士会員
のマイページにアクセスし、一覧メ
ニューから〈リカレント教育はこちらか
ら〉を選択し、プログラムを選択するだ
け。現在は、①難易度の高い厄介な累

進屈折力レンズのクレーム実例と対
処例と、②両眼視下での屈折測定例
紹介（実機操作を用いた演習）も掲載
されているが、最新のプログラムを選
択すること（昨年公開の「2023iOFT
特別セミナーWEB公開版」は2月14

日を持って終了した）。
　なお、今回のセミナー
の受講で、リカレント教
育のポイントが4ポイント
に達し、プライム会員に

認定される人が誕生する（日メ協の眼
鏡作製技能士会員として2年間在籍し
ている人が対象）。
　1級眼鏡作製技能士は次の更新年
度（2025年1月）から日メ協のプライ
ム会員1級に、2級はプライム会員2級
に認定され、各該当するバッジが貸与
されるほか、公式ホームページ「かけ
ごこち」で、プライム会員の紹介も行う
（現在2級の人で2024年10月以降、1
級に昇格された人は、2級のプライム
会員となる）。この件については、別途
手続き等が必要となる。会員には、更
新時期に入ったら、登録したメールア
ドレス宛に案内が届く。

　 山 梨ジュエリー
ミュージアムでは、「胸
元を飾る」華やかな
ネックレスや彩るブ
ローチなどを紹介する
展覧会「ジュエリーを
たのしむ 7 ～胸元を
飾る」が、6月29日～
10月14日まで開催さ
れている。
　ネックレスは首回り
を華やかに飾り、ブ
ローチは衣服に装着す
るという意味でも装い
に個性を与えることに
大きな役割を果たして

いる。指輪のように身に着けた時にも自
分でも見ることのできる装身具とは異な
り、より外に向けたアピールになると言
えるもの。

　山梨県は地場産業としてジュエリー
が盛んであり、「宝石のまち」として貴金
属加工・研磨・水晶美術彫刻といった
加工生産、国内外へのジュエリーの流
通までを県内で担うことのできる日本有
数の宝飾加工産地として発展している。
　同展示では、山梨の熟練した宝飾加
工技術とデザインの幅広さ、ジュエリー
を日常に取り入れる楽しさを紹介して
おり、好みのブローチやネックレスを探
して、新たな装いを考えてみたい。
　また、6月29日～7月29日までは山
梨県立宝石美術専門学校による「宝
美展vol.6」が同時開催されているほ
か、8月3日～9
月9日は山梨県
水晶美術彫刻
協同組合青年
部による「伝統
をつむぐ作品

展」、9月14日～10月14日は「Craft-
man Jewelry－山梨ジュエリーを支
える人たち」が開催され、日本のジュエ
リーの魅力を正しく伝えるために知っ
ておきたい内容になっている。
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